
後退時ブレーキサポート
(X、S、およびL･F のスズキセーフティサポート装着車勺

バック時にも、衝突被害軽減ブレーキ。

リヤバンパーに内蔵した4つの超音波センサーで後方の障害物との距離を測り、

４段階のブザー音で障害物の接近をお知らせする「リヤパーキングセンサー」

を搭載。さらに、後方の障害物との衝突の可能性が高まると自動でブレーキが

作動し、衝突の回避または衝突時の被害軽減を図ります。

後方誤発進抑制機能
(×、Ｓ、およびL･F のスズキ セーフティ サポート装着車勺

シフト入れまちがいによる不意の後退を回避。
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＊自動(衝突被害軽減)ブレーキ機能による車両停車後は､クリープ現象により後退しますので､必ずブレーキペダルを踏んでください、
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後方に障害物があるにも関わらずシフトをＲ(後退)の位置でアクセルペダルを

強く踏み込むと、エンジン出力を自動的に抑制して急な後退を防止。うっかり

誤操作による衝突回避に貢献します。
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〈後退時ブレーキサポート・後方誤発進抑制機能について〉・ 検知性能哺|』御性能には限界があります。これらの機能に頼った運転はせず、常に安全

運転を心がけてください。Ｉ 状況によっては正常に作動しない場合があります。Ｉ 対象物、天候状況、道路状況などの条件によっては、衝突を回避

または被害を軽減できない場合があります。Ｉ ハンドル操作やアクセル操作による回避行動を行なっているときは、作動しない場合があります。

・ ご注意いただきたい項目がありますので、必ず取扱説明書をお読みください。・ 詳しくは販売会社にお問い合わせください。〈各機能の作動条件〉

●後退時ブレーキサポート:約10km/h 以下で後退中、後方約3m 以内に障害物を検知し、システムが｢このままでは衝突が避けられない｣と判断

した場合。●後方誤発進抑制機能:停車または約10km/h 以下で後退中、後方約3m 以内に障害物を検知している状態で、アクセルペダルを強く

踏み込んだ場合。
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